




お
口
の
健
康
を
テ
ー
マ
に
お
送
り
し
て
き
た
連
載
も
、
今
回
で
い
よ
い
よ
締
め
く
く
り
と
な
り
ま
す
。

口
腔
の
健
康
は
、
単
に
虫
歯
を
治
す
だ
け
で
な
く
、「
食
べ
る
」「
話
す
」
と
い
っ
た
生
き
る
喜
び
を
支
え
、

全
身
の
健
康
を
保
つ
た
め
の
土
台
で
す
。
当
グ
ル
ー
プ
で
は
、
患
者
様
お
一
人
お
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
継

続
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
涯
に
わ
た
っ
て
ご
自
身
の
歯
を
大
切
に
で
き

る
よ
う
、
私
た
ち
歯
科
医
療
従
事
者
が
皆
さ
ま
の
健
康
を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。
お
口

の
こ
と
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

働
き
盛
り
世
代
こ
そ
歯
科
検
診
が
大
切

京
都
東
山
老
年
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム　

歯
科
医
師　

久
世
由
賀

　

働
き
盛
り
世
代
の
口
腔
ケ
ア
意
識
の
不
足
は
、

多
忙
さ
や
責
任
の
重
さ
に
加
え
、
成
人
世
代
が

歯
科
検
診
を
受
け
る
た
め
の
仕
組
み
が
不
十
分

で
あ
る
こ
と
も
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
社
会
人

に
対
す
る
歯
科
検
診
は
、
法
定
検
診
で
は
な
く
企

業
や
職
域
に
任
さ
れ
て
お
り
、
自
治
体
の
場
合
も

基
本
的
に
は
任
意
参
加
方
式
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

高
齢
者
の
特
徴
は
、
加
齢
に
伴
う
生
理
的
機

能
の
変
化
で
す
。

　

筋
萎
縮
と
筋
力
の
低
下
、
骨
塩
量
の
低
下
、

運
動
時
の
最
大
心
拍
数
や
心
拍
出
量
の
低
下
、

肺
活
量
の
低
下
、
免
疫
機
能
の
低
下
な
ど
が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
機
能
低
下
に
加
え
、
内
部
障
害

や
変
形
性
関
節
症
な
ど
の
運
動
器
疾
患
、
味
覚

異
常
の
原
因
と
な
る
神
経
疾
患
な
ど
、
様
々
な

疾
患
が
重
な
り
、
そ
の
結
果
生
活
機
能
は
さ
ら

に
低
下
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
高
齢
者
の
生
活
機
能
を
低
下

さ
せ
る
代
表
的
な
疾
患
に
誤ご

嚥え
ん

性
肺

炎
が
あ
り
ま
す
。
活
動
性
の
低
い
高

齢
者
に
お
い
て
は
、
生
活
不
活
溌
に
よ

る
廃
用
性
変
化
、
低
栄
養
や
貧
血
な

ど
に
よ
り
、
容
易
に
廃
用
性
症
候
群

に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

・加齢や服用薬剤による唾液分泌量の減少

・口腔器官のサルコペニア

・ 日常化した軟らかい食材摂取による
刺激唾液分泌量の減少

・ 不十分な口腔のケアなどが誘因となる

根面う蝕
しょく

の増加

・摂食嚥下機能低下

・咬
こ う

合
ご う

力の低下

・味覚の変化

・喉
こ う

頭
と う

下
か

垂
す い

・呼吸と嚥下の調節性の低下

成
人
期
に
お
け
る
口
腔
ケ
ア

高
齢
期
に
お
け
る
口
腔
ケ
ア

高
齢
者
の
口
腔
の
特
徴
と

口
腔
ケ
ア
時
の
配
慮
に
つ
い
て

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
？

当院での取り組み 口
腔
ケ
ア
と
は

お口の役割

廃用性症候群とは
オーラルフレイルを疑う状態や症状

器質的口腔ケア

機能的口腔ケア

口腔の特徴

　

自
立
し
た
高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア
で
は
、
セ
ル
フ
ケ
ア
の
指
導
と
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
の
2
本
立
て
が
基
本
で
す
が
、
要
介
護
高
齢
者
の
口

腔
ケ
ア
で
は
介
助
に
よ
る
口
腔
ケ
ア
の
比
率
が
大
き
く
な
る
た
め
、
介
助

者
へ
の
口
腔
ケ
ア
の
知
識
と
技
術
の
指
導
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

口
腔
ケ
ア
時
の
配
慮

最終回

連載

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
（
口
腔
機
能
低
下
）

と
は
、
お
口
の
機
能
の
衰
え
か
ら
身
体
や
心
の

衰
え
に
つ
な
が
る
ま
で
の
悪
循
環
を
表
す
考

え
方
で
、
こ
の
よ
う
な
悪
循
環
に
陥
ら
な
い
よ

う
に
注
意
を
呼
び
掛
け
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
も
あ
り
ま
す
。

・お口が乾く、匂いが気になる
・薬が飲みづらい
・お口の中が汚れている
・残っている歯が少ない
・顎が弱くて噛みにくい
・滑舌が悪い・舌が回らない
・食事が軟かいもの中心
・むせや食べこぼしがある
・食欲が出ない
・少量しか食べられない

　

機
能
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
検
査
で
診
断

さ
れ
れ
ば
「
口
腔
機
能
低
下
症
」
と
い
う
病
名

が
付
き
、　

症
状
が
進
む
と
誤
嚥
性
肺
炎
に
つ
な

が
り
、
全
身
状
態
の
悪
化
、
も
し
く
は
死
に
至

り
ま
す
。

2
0
1
1
年
、
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
3

位
に
、
脳
血
管
疾
患
に
代
わ
っ
て
肺
炎
が
浮
上

し
ま
し
た
。
肺
炎
で
亡
く
な
る
人
の
90
％
以
上

は
高
齢
者
で
あ
り
、誤
嚥
性
肺
炎
が
加
齢
に
伴
っ

て
発
症
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
高
齢
者
の
口
腔

ケ
ア
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
ま
す
。

★入院・入所時に口腔内のチェックを実施

以上を確認し、歯科衛生士による定期的な口
腔ケアを実施。月に 1 回、歯科医師が症状を
確認。必要に応じて歯科治療を行う。

口
腔
内
の
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
（
歯
の

表
面
や
歯
肉
な
ど
に
付
着
し
て
虫
歯
や

歯
周
病
を
引
き
起
こ
す
細
菌
集
団
）
を

除
去
し
て
口
腔
内
を
清
潔
に
保
つ
た
め

の
ケ
ア
。
歯
ブ
ラ
シ
、
歯
間
ブ
ラ
シ
、

舌
ブ
ラ
シ
、
粘
膜
ブ
ラ
シ
、
一
本
ブ
ラ

シ
、
フ
ロ
ス
、
歯
磨
剤
、
保
湿
剤
、
等
々

を
必
要
に
応
じ
て
使
用
し
、
う
蝕
・
歯

周
病
の
予
防
、
呼
吸
器
感
染
症
の
予
防

を
目
的
と
す
る
。

　

口
腔
機
能
の
維
持
・
回
復
を
目
的
と
し
た
ケ

ア
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
。

　

パ
タ
カ
ラ
、
吹
き
戻
し
、
舌
圧
機
能
訓
練
棒

な
ど
を
使
用
し
、
舌
体
操
、
粘
膜
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
行
い
、
噛
む
力
、
食
べ
る
力
、
飲
み
込
む
力

の
回
復
、
維
持
を
目
的
と
す
る
。

　

当
院
で
は
歯
科
衛
生
士
が
担
当
制
で
継
続
し

て
経
過
を
見
て
口
腔
ケ
ア
を
行
い
ま
す
。

　

患
者
様
、
入
所
者
様
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
、

口
腔
ケ
ア
の
時
間
が
楽
し
み
に

な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
。

食べる

話す

味わう

呼吸する

唾液分泌表情を
　つくる

機能低下機能低下

食べる

話す

味わう

呼吸する

唾液分泌表情を
　つくる

機能低下機能低下

成人期における口腔ケア

高齢期における口腔ケア

Check!

・歯ブラシの交換は1回／月を目安に

・できれば食後、また就寝前には念入りに歯磨きをすること心掛けましょう！

・歯磨剤、歯ブラシは自分に合うもの（歯間ブラシ、デンタルフロス）

Check!Check!

根面う蝕

　

高
齢
者
に
生
じ
る
筋
肉
量
減
少
を
指
し
、

純
粋
な
加
齢
に
よ
る
筋
肉
減
少
を
一
次
性

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
、
疾
患
な
ど
に
よ
る
筋
肉
量

減
少
を
二
次
性
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
と
い
い
ま
す
。

廃
用
性
症
候
群
は
こ
の
二
次
性
サ
ル
コ

ペ
ニ
ア
に
該
当
し
ま
す
。

　

加
齢
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
低
下
を

広
範
囲
に
包
括
す
る
概
念
を
指
し
、
サ
ル

コ
ペ
ニ
ア
も
フ
レ
イ
ル
の
要
因
の
ひ
と
つ
に

な
り
ま
す
。

　

栄
養
摂
取
不
足
が
慢
性
的
に
持
続
し
た

状
態
で
あ
る
飢
餓
や
、
疾
患
・
炎
症
に
関

連
し
た
侵
襲
や
悪
液
質
な
ど
が
原
因
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア

②
フ
レ
イ
ル（
虚
弱
）

③
低
栄
養

機能低下機能低下

　

口
腔
内
乾
燥
症
に
よ
り
、
舌ぜ
っ

苔た
い

の
付
着
、
根
面

う
蝕
が
生
じ
や
す
く
な
り
ま
す
。
根
面
う
蝕
の
進
行

に
よ
り
歯
冠
部
の
破
折
（
歯
が
折
れ
て
根
だ
け
が
残

る
残
根
状
態
）
や
、
歯
冠
修
復
物
（
被
せ
も
の
）
が

脱
離
し
誤
飲
や
誤
嚥
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
た

め
、
残
存
歯
の
根
面
う
蝕
の
状
態
に
つ
い
て
は
定
期

的
な
観
察
と
予
防
処
置
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

要
介
護
高
齢
者
は
、
口
腔
内
を
触
ら
れ
る
と
痛
み

や
感
覚
過
敏
な
ど
の
感
覚
異
常
に
よ
り
、
口
腔
ケ
ア

を
拒
否
す
る
症
例
も
あ
り
ま
す
。

　

長
期
臥が
し
ょ
う床

状
態
（
寝
た
き
り
の
高
齢
者
）
に
お
い

て
は
十
分
な
腹
圧
が
得
ら
れ
ず
、
強
い
咳
や
排は
い

痰た
ん

が

困
難
に
な
る
の
で
、
吸

引
を
的
確
に
行
う
こ
と

が
重
要
で
す
。
胃
ろ
う

や
経
鼻
胃
管
に
よ
る
経

管
栄
養
を
受
け
て
い
る

方
は
胃
内
容
物
の
逆
流

や
嘔
吐
に
も
注
意
が
必

要
で
す
。

　

調
査
に
よ
る
と
、
特
に
40
〜
50
代
の
男
性
の
口

腔
ケ
ア
に
対
す
る
意
識
が
低
い
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。

予
防
歯
科
で
は
、
口
臭
・
乾
燥
度
・
歯
の
色
・

歯
磨
き
圧
・
唾
液
成
分
の
測
定
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
・
口
内
の
動
画
撮
影
を
行
い
、
現
状
と
今
後
の

状
態
に
つ
い
て
説
明
し
、
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た

セ
ル
フ
ケ
ア
の
ア
ド
バ

イ
ス
が
さ
れ
ま
す
。

・栄養状況の確認（経口、経管）
・歯の本数
・歯の状態…虫歯があるか否か

残根か否か
被せの歯、詰め物
動揺

・義歯の使用の有無
・義歯適合状態
・治療の必要性の有無
・セルフケアの評価

歯ブラシはそれぞれの
患者様のお口に適した物を
使用しております

0809

由
賀
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　この度、一時休止しておりました「訪問看護ステーション
やくしやま」が、2025年11月1日より再始動いたしました。
　住み慣れたご自宅で安心して療養生活を送りたい方々を、
心のこもった看護で支援してまいります。訪問看護の大きな
メリットは、利用者様が最もリラックスできるご家庭で、自
分らしい生活を送りながら看護を受けられる点です。体調の
変化の観察や丁寧な日常生活のケアはもちろん、利用者様や
ご家族の気持ちの変化にもしっかりと向き合い、地域に密着
した丁寧な看護を心掛けております。
　在宅での療養についてご不安な点があれば、親身になって
一緒に考えます。どうぞお気軽にご相談ください。

新生十全会グループの各施設からお知らせをお届けします。
詳しい情報やご質問・ご相談については、各施設までお気軽にお問い合わせください。

からのお知らせ

訪問看護ステーションやくしやまのご案内

開 所 日

お問合せ

利用時間

月・火・木・金・土曜日（祝日・年末年始除く）

TEL:0120 -753 -310

精神科デイ・ケア　　　9：00 ～ 16：00
精神科ショート・ケア　9：00 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00

営 業 日

対応地域

営業時間

T E L

月曜日～金曜日（祝日・年末年始除く）

北区・左京区（一部除く）・上京区・中京区・右京区（一部除く）

9：00 ～ 17：00

080-3939-6856

　なごみの里病院では、2025 年 11月 1日より精神科デイ・
ケアを開始いたしました。これまでも実施しております精神
科ショート・ケアに加え、より長い時間、充実した活動を提
供できる体制となりました。
　精神科デイ・ケアは、精神的な疾患や認知症などで社会活
動に困難を感じている方を対象としたリハビリテーションプ
ログラムです。看護師や作業療法士、精神保健福祉士が中心
となり、グループ活動を通じて、「生活リズムを整える」「活
動範囲を広げる」「対人関係を改善する」といった個人に合
わせた目標達成をサポートいたします。特に集団活動が認知
機能の維持に重要であるという考えのもと、認知症の方に向
けたプログラムにも注力しております。

※ご希望の方は送迎させていただきます。詳しくはお問い合わせください。

　2025 年 10月・11月に開催された第 66回全日本病院学会、第 59回
京都病院学会、第 59回日本作業療法学会、第 33回日本慢性期医療学会
において、当グループの職員が多数の演題を発表しました。
　高齢者医療・看護・介護の現場ならではの気付きをもとに、患者様の
安全対策や精神科リハビリテーションの効果検証、外国人職員の事例対
応、病院の災害対策、ペイシェントハラスメント対策といった、多岐に
わたるテーマで発表を行いました。
　日々の臨床や現場から生まれた発見や具体的な取り組みを、全国の医
療関係者と共有できたことは大変有意義でした。発表者からは、「他施設
の取り組みを聞き、自分たちの課題解決に繋がる多くの知見を得られた」
との声が上がっていました。
　この学会で得た新たな視点や学びを、グループ全体の課題解決や、よ
り質の高いサービス提供に繋げてまいります。

　2025年 9月11日、京都東山老年サナトリウムにて、地域
の病院・居宅介護支援事業所の方々にご参加いただき、相談
員交流会を実施いたしました。
　当日は大田壮一郎医師が「認知症や精神症状のある方に当
院がお力になれること」をテーマに講演。患者様一人ひとりの
異なる認知症の症状を理解し、日頃から信頼関係を築くことの
重要性などについて解説いたしました。
　今回の交流会では、施設見学や意見交換の時間なども設け、
活発な交流が行われました。今後も定期的に情報共有と交流の
場を企画し、円滑な連携体制の構築を進めることで、地域の医
療・介護連携のさらなる強化を目指してまいります。

　2025年10月に参加した京都市各区の自衛消防訓練大会に
おいて、京都東山老年サナトリウムと京都ならびがおか病院が
優秀賞を受賞いたしました。
　消防訓練大会は、万が一の火災発生時、職員が迅速かつ的
確な初期消火活動を行えるよう、日頃の訓練の成果を示す大切
な場です。参加した職員は、消火能力の高い屋内消火栓の操
法訓練など日頃の練習の成果を発揮しました。
　今回の優秀賞受賞を励みに、利用者様が心から安心して療
養できる、より安全な施設づくりに邁進してまいります。

精神科デイ・ケアのご案内

各学会にて多数の発表を行いました

相談員交流会を開催しました消防隊訓練大会で優秀賞を
受賞しました

　ご利用には、自己負担を軽減する自立支援医療制度の活用
が可能です。毎週木曜日の物忘れ外来などを通して、まずは
お気軽にご相談ください。

グループ
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管理者：寺田 しのぶ

管理者：大江 貴裕大切 雄貴 烏田 望
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京都市伏見区日野西風呂町5番地
TEL. 075-572-0634 ①

京都市山科区日ノ岡夷谷町11番地
TEL. 075-771-4196 ③

京都市山科区日ノ岡夷谷町11番地
TEL. 075-754-5700 ③

狐が導く お稲荷さんの誓い/京都東山老年サナトリウム

②
京都市右京区常盤古御所町2番地
TEL. 075-881-2830

TEL. 075-881-2810□ 京都市右京区認知症初期集中支援事業事務局

③京都市山科区日ノ岡夷谷町11番地
TEL. 075-754-5600

⑧
京都市東山区渋谷通東大路東入2丁目
下馬町490番地マンションＥＬＬＡ1階
TEL. 075-533-8210

②京都市右京区常盤古御所町2番地
TEL. 075-881-3176

①京都市伏見区日野西風呂町5番地
TEL. 075-572-0457

京都市北区大宮薬師山西町15 番地
TEL. 075-492-1230 ⑦

京都市伏見区日野西風呂町5番地
TEL. 075-572-0343

TEL. 075-572-0554
TEL. 075-572-0559
TEL. 075-572-0551

□ デイサービスセンター
□ 定期巡回随時対応型訪問介護看護
□ 居宅介護支援事業所

⑤

⑥
京都市山科区小野荘司町 6 番地1
TEL. 075-575-2800

□ デイサービスセンター
□ 定期巡回随時対応型訪問介護看護
□ 居宅介護支援事業所

TEL. 075-575-2816
TEL. 075-575-2850
TEL. 075-575-2841

④
京都市山科区日ノ岡夷谷町11番地
TEL. 075-771-4300

TEL. 075-771-2702

　元
日
の
朝
、
夜
勤
明
け
の

介
護
職
員
が
帰
路
に
つ
こ
う

と
敷
地
内
の
坂
道
を
歩
い
て

い
た
。
広
大
な
丘
陵
に
あ
る

京
都
東
山
老
年
サ
ナ
ト
リ
ウ

ム
は
、
自
然
と
隣
り
合
わ
せ

の
日
常
が
あ
る
。

　ふ
と
、
目
の
前
を
小
さ
な

狐
が
横
切
る
。
そ
の
白
い
毛

並
み
が
朝
日
に
き
ら
め
き
、

ま
る
で
道
案
内
を
す
る
か
の

よ
う
に
鳥
居
へ
と
駆
け
て
い

く
。
こ
ん
な
場
所
に
、
お
稲

荷
さ
ん
が
あ
る
な
ん
て
。

　職
員
は
静
か
に
鳥
居
を
く

ぐ
り
、
手
を
合
わ
せ
た
。
患

者
さ
ん
た
ち
の
平
穏
な
一
年

を
願
っ
て
。
こ
ん
な
初
詣
も

い
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の

お
稲
荷
さ
ん
の
こ
と
を
患
者

さ
ん
た
ち
は
知
っ
て
い
る
だ

ろ
う
か
。
今
度
、
話
を
し
て

み
よ
う
。
そ
ん
な
温
か
い
思

い
が
、
雪
で
冷
え
た
心
に
じ

わ
り
と
広
が
っ
て
い
く
。

　今
年
も
ま
た
、
こ
の
場
所

で
、
患
者
さ
ん
た
ち
と
歩
ん

で
い
こ
う
。

①京都市伏見区日野西風呂町5番地
TEL. 080-7378-4693

表紙の絵

①京都市伏見区日野西風呂町5番地
TEL. 075-572-0660

TEL. 080-3939-6856やくしやま




